
５月２０日（日）日奈久小中学校合同運動会が開催されました。この日までに、約２週間という練習期間が短

い中、子ども達は先生方と一緒に練習や準備に励んできました。運動会当日は、その頑張りを褒め称えるかのよ

うに雲一つない快晴に恵まれました。そして、たくさんの保護者の皆様や地域の皆様の前で、その「本気」の姿

を見て頂くことができました。

私は、初めて「小中学校合同運動会」を経験しましたが、中学生の一生懸命な姿を目にしながら小学生もそれ

を見習うかのようにがんばる姿と、小１から中３までの９年間の成長が手に取るようにわかる様子に感動しまし

た。それは、保護者・地域の皆様の温かい応援や声援があったからこそであり、同時に、これまで保護者・地域

の皆様方に、支えられ、励まされながら子ども達を育てて頂いたからなのだなと思いました。

本当に、ありがとうございました。今後とも日奈久小中学校のこども達のこと、どうぞよろしくお願いします。

運動会では、４，５，６年が沖縄の伝統芸能「エイサー」を披露してくれました。かっこよかったですね。

みなさんは、日奈久小と沖縄とのつながりをご存じでしょうか？太平洋戦争中のことです。1944 年（今か
ら 74 年前）8 月 31 日に、沖縄の南風原（はえばる）町から日奈久に 1100 人の学童疎開の子ども達がやって
きました。南風原町の子ども達は、その日から約 10 ヶ月間、新湯旅館と松野屋旅館を宿舎にしながら、日奈
久の子ども達（1000人程度いたそうです。）と 1週間交替で日奈久小学校で
学んだということです。校長室には「沖縄コーナー」という棚があります。

沖縄の方々から、頂いた品々が飾ってあります。その中には、石川市（現在

はうるま市）中城（なかぐすく）村の物もあります。「エイサー」はその後、

お礼に訪れた南風原町の子ども達へ当時の日奈久小の 6年生が踊ったことか
ら始まったようです。（「沖縄コーナー」に新聞記事がありました。）歴史が

引き継がれているって感動ですね。「沖縄コーナー」見に来てみませんか？


